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「震災から５年、ふくサポスタッフが見た今、昔」 
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ふくサポ共催 

＜震災当時を振り返る＞ 

 震災直後、ふくサポを訪れる活動団体は、後を

たたなかった。「多くの建物が壊れ、修繕するま

でふくサポで活動していた団体」、「県外から支

援のために福島を訪れた団体」、「福島の状況を

目の当たりにし、立ち上がった団体」もあった。 

 県内外のボランティアの活躍も大きく、県外か

ら、支援に関する問合せの電話もふくサポだけで

１日５０件を超えた。活動団体へ送られる支援品

もトラック数台の量があった。 

 中でも心に残るのはふくサポにかかった九州からの１本の電話だ。電話の女性は涙なが

らに「頑張ってください。」を何度も繰り返した。その時、いつか、たくさんのあたたか

な気持ちに応えられるふくサポになりたいと思った。 

震災から５年が経過し、福島の状況も大きく変化した。ふくサポスタッフの視点から、福

島の状況を考え、当時を振り返る。 

避難所で子どもたちが作ったまちの模型  

＜市民活動団体の現在＞ 

 福島県のＮＰＯ設立増加数は高く、ＮＰＯ団

体数も東北で１番多いが、役目を終え、解散す

る団体数も少なくない。分野は子ども支援分野

や農業支援分野が伸びている。 

 震災直後、多くいたボランティアも減少して

いるが、進まぬ復興にやるべきことも多く、

「人材不足」と嘆く団体が少なくないことも課

題となっている。  市民活動団体が運営する被災者サロン 

＜活動資金の動向＞ 

 震災直後、被災地ということもあり、寄付などの支援金も多

く寄せられ、助成金の獲得もしやすかった。しかし、寄付等も

減少傾向にあり、助成金の獲得も難しくなっている。確実に必

要なものをみつめ直し、活動する力を身につけ、地域の助成

金・補助金情報を確認する必要を感じる。 

＜福島の現在＞ 

 除染も進み、除染などで発生した廃棄物を処理する焼却施

設も設置された。ゆっくりではあるが、確実に進む現状もあ

りながら、課題も多くある。そんな中、福島は決断の時をむ

かえているように思える。 

飯舘村の蕨平減容化施設 
ふくサポでは「ふくしま被災地スタディ・ツアー」を壁新聞にして
掲示しています。交流広場まで見にいらしてください！ 
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